
「ボヴァリー夫人」における

描写にみられるく時〉について

佐々木　順子

序

以前「『ボヴァリー夫人』における3つの時」と題して，「ボヴァリー夫人」の

中では3つの〈時〉－temps　lin6a廿e，　temps　r6current，　temps　immob皿e一が存

在すること，またその関連性について構造的に考察してみた。

今回は同じく「ボヴァリー夫人」の中でく時〉の描写にはどのような特徴が見ら

れるかについて，モーパッサンの「女の一生」，バルザックの「ウジェニー・グラ

ンデ」と対比しながら検討してみたい。

フロベールの，特に「ボヴァリー夫人」における描写はnarrationを止めるもの

というのが通説であった。代表的なものとしてはリカルドゥーのPアoわ1δ〃2θ8伽

ηo卿θ側m醒αη（Seuil，1967）における図式があげられよう（P165）。ここでは

描写はr6citの流れを完全に止めるもの一degr6　z6ro一とみなされている。＜1a
description　se　plait　souvent　a加2η20わ∫1∫∫θア1es　personnages＞（1）とリカルド

ウーは述べている。これはくc’est　aux　d6pens　du　cours　temporel　de　l’action

que　la　description　s’institue＞（2）という一節からもわかるようにactionの観点か

らの論述であり，Mieke　Balも言うようにバルトの考え方と一致するものである。

＜Le　mod61e　de　Barthes　ne　rend　compte　que　de　structure　narrative，　autrement

dit　de　la　s6rie　d’6v6nements．　Ses　crit6res　pour　le　rep6rage　des　noyaux　sont

f。，mu16，　en　t，，m・、　d・。n・ly・e　d・1・acti・n＞（3）

一方「ボヴァリー夫人」の描写そのものの中に見られるく時〉について全体的に

論じたものは（部分的にchronologieや作中人物の年令への言及について論じたも

のはあるが），見あたらない。

「ボヴァリー夫人」における描写に見られるく時〉を検討するにあたり，P．　Danger
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がその∫8η5α’∫oη∫8’0わ1θ’∫（1αη∫ZθRo脚αηdθF1αηゐεア’（Armand　Colin，

1973）で論じているように，「人物描写」＜Portraits＞，「もの」＜Objets＞，

「自然」＜Nature》の3つに分けて考察してみたい。またこの考察に当たり，モー

パッサンの「女の一生」，バルザックの「ウジェニー．・グランデ」を「ボヴァリー

夫人」と対照させるために選んだのは以下の理由による。

1）　これらの作品をそれぞれの作家が書いた年令がほぼ一致すること

フロベールが「ボヴァリー夫人」を書いたのは30～36才の時，モーパッサンが

「女の一生」を書いたのは彼が33才の時，バルザックが「ウジェニー・グランデ」

を書いたのは彼が34才の時である。

2）　作品のテーマがほぼ同じであること

3つの作品ともに，エンマ・ボヴァリー，ジャンヌ，ウジェニーという女主人公

を中心にした「女の一生」一特に結婚一がテーマになっており，社会的ステイタス

は同じとはいえないが田舎で物語が展開し，それが作品の中で重要な位置を占めている。
●　　　●

3）　いずれも客観的に3人称で書かれていること

バルザックの作品の中で，ほぼ同時代の「谷間のゆり」（作者36才の時）を選ば

なかったのは主としてこの作品が1人称の告白小説であることによる。

@　　　　　　　　　　　　　　　　1

@まず「人物描写」にみられるく時〉の描写の特徴について検討してみよう。

①　「ボヴァリー夫人」におけるchronologieにっいてはGothot－Merschが

AS♪θC診S　4θZα♂θ飢♪0γαZゼだ4απs　ZθS　70㎜πS漉FJα励θπ（FZαπ加γμα4ゼ㎜一

sあη4％畝τ陀収録論文）（Manche　s　te　r　UniversitツPγθss，1982）と題する論文

の中で述べているように，研究例が多い。要するに「ボヴァリー夫人」の中では実

際何年の月日が経っているのか正確に指摘することはできない（そしてこのことは

フロベールのく時〉についての考え方に深くかかわっているのではないだろうか）。

作品の中に登場する西暦によると，シャルルの父が結婚したのが1812年頃であり，

作品が終るのは2月革命以前，つまり7月王制（1830～48）の間であることがわ
かるにすぎない。シャルルがエロイーズと結婚していた期間は14ケ月（4！1年の後

シャルルはエンマと再婚するがその結婚生活は7年で終る。つまり少なくとも35才

以下で死ぬシャルルの一生の中で，その2っの結婚期間約10年間が詳しく述べられ

ていることになる。
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それでは比較対照することになる他の2作品についてはどうであろうか？　モー

パッサンの「女の一生」については1819年に始まり1853年までの34年間，バル

ザックの「ウジェニー・グランデ」は1819年より一くEn　1819，　vers　le　commence一

ment　de　la　soir6e，　au　m且ieu　du　mois　de　novembre＞（5L1829年までの10年

間一物語が始まる時ウジェニーは23才（6）だが，彼女は物語の最後で33才で未亡人に
　　　　　　　　　　（7）　　　　　　　　　　　　一というように，いずれも作品の中に明示されている。なったと述べられている

3作品のchronologieが同じでないことは念頭においておく必要があろう。

②　次に考えられるのがく年齢〉についての言及である。フロベールのSc6narios

’においては登場人物の年齢が明示されているにもかかわらず，作品においてはそれ

らが削除されていることはこれまでしばしば指摘されてきた（まるで，フロベール

が最初登場人物を想像する場合，年齢は必要条件と考えているような印象を与える

にもかかわらず）。図（1）を見てみよう。「ボヴァリー夫人」において登場人物たち

の年齢が明らかなものとそうでないものの割合は半々であるが，しかしながら人間

一人の一生を取り扱っている作品において，肝心の主人公たちの年齢が不明なのは

特筆されるべきであろう。バルザックの作品においては主要な登場人物はすべて年

齢が明示されているし，モーパッサンの小説においても冒頭でジャンヌとロザリー

の年齢ははっきりと述べられている。後の2者においては歴史的位置付けも明確で

ある。　「ウジェニー・グランデ」についてはくCet　6v6nement　eut　lieu　en　1806．

Monsieur　Grandet　avait　alors　cinquante－sept　ans，　et　sa　femme　environ

trente－six．　Une　fnle　unique，（．．．）6tait　ag6e　de　dix　ans＞（轡　「女の一生」に

ついても1819年にジャンヌ17才，ロザリー18才と明記されている。

③それではその他のVisage，　Vetementsなどについての言及はどうであろうか？

「ボヴァリー夫人」において人物描写に〈時の経過〉を示すもの，すなわちその人

の歴史そのものを示しているような老人の描写は2箇所みられるだけである。一つ

は放蕩の生活を送ったラヴェルディエール公爵（9≧もう一っは農業祭で表彰された

老婆である。

＜Son　visage　maigre（．．．）6tait　plus　pliss6　de　rides　qu，une　pomme　de

reinette　fl6trie，　et　des　manches　de　sa　camisole　rouge　d6passaient　deux

longues　mains，　a　articulations　noueuses，（．．．）et，　a　force　d’avoir　servi，

elles　restaient　entrouvertes，　comme　pour　pr6senter　d’elles－memes　l’humble

t6moignage　de　tant　de　souffrances　subies．　（．．．）Ainsi　se　tenait（．．．）

demi－siecle　de　servitude＞　（10）
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図（Dを見てみよう。「ボヴァリー夫人」においては「老齢」に関する言及は稀で，

その描写は画一的である。シャルルとエンマに関する描写が示しているように，物

語が展開する7年間であれ，その後であれ何も変わるものはないような静かな生活

の中で，彼ら主人公だけが確実に時の烙印を押されていく（1死

これを他の2作品と比べてみるとどうであろうか？「女の一生」においては34年

間という長さのせいもあろうが，d6formerするく時〉のテーマが明らかに見られる。

ジャンヌも，男爵夫妻，老召使い，犬に至るまで老いてみにくい姿をさらすことに

なる。一方「ウジェニー・グランデ」の中ではむしろく時〉は足踏みしているよう

に思われる。その代表的な例がナノンとデ・グラッサン夫人である。以下の引用は

最初のものがナノンについて，後の方が銀行家夫人についてのものであるが，双方

に登場する＜conserv6e＞という言葉は注目に値するのではないだろうか？

＜Quoiqu’elle　eαt　cinquante－neuf　ans，　elle　ne　paraissait　pas　en　avoir　plus

de　quarante．　Ses　gros　traits　avaient　r6sist6　aux　attaques　du　temps．（．．．）

elle　s’est　coη∫θ7y6θcomme　dans　de　la　saumure＞　（12）

＜Madame　des　Grassins　6tait　une　de　ces　petites　femmes　vives，　dodues，

blanches　et　roses，　qui，　grace　au　r6gime　claustral　des　provinces　et　aux
?Bbitud，，　dhn，　vi，　v，，加。u、e，、e，。nt。。。伽。　j，un，、　en、。，e　a　4・。n、タ3）

（イタリック体筆者）

またこの足踏みしているようなく時〉はグランデ氏やその夫人の衣服の描写にも

示されている。

＜Toujours　vetu　de　la　meme　mani6re，　qui　le　voyait　aujourd’hui　le　voyait

tel　qu’丑　6tait　depuis　1791＞　　（14）

＜Madame　Grandet　mettait　ooη∫’α配η霧θη’une　robe　de　levantine＞　（15）

（イタリック体筆者）

「ボヴァリー夫人」の中で，特にエンマは衣服をしばしば変えるが，それらがそ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

れだけで時間の推移を暗示することはない。また「女の一生」では衣服への言及は

少なく，＜ll　ne　quittait　plus，　bien　qu’il　fOt　tigr6　de　taches，　un　vieil　habit　de　chasse

e．velours£6退いう，バルザックの作品に似た一節も〈時〉の流れを止めるという
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よりはジュリアンの恪商ぶりのみを示しているにすぎない。

もちろんグランデ老人は物語の10年目には病弱になり死んでしまうのであるが，

この作品において登場人物は背の高さや年令に比べて，〈時〉の経過の跡をその姿

かたちにとどめていないようである。

それではく時計〉に対する「ボヴァリー夫人」の登場人物たち一主としてエンマ

であるが一の態度はどうであろうか？「女の一生」においてく時計〉は人間の喜怒

哀楽や生死とは関係のないく時の流れ〉を表している。母の死の床でチクタク動い

ている時計はその典型的なものである。一方「ボヴァリー夫人」の中ではくla　pen一

dule　battait　toujours＞（11）＜Elle　entendait　le　l）attement　de　la　pendule＞∫18）

といった，モーパッサンの作品と同じような人間の生死とは関係のないく時の流れ〉

を表しているものもあるが，大部分はバルザックの作品に見られるように単にく時

間〉を知るためのものであったり，ものを置いたり隠しておく一種の「入れもの」

であったりするにすぎない。モーパッサンにとっては時計についているくみつばち〉

もチクタクと同様重要なのだが，フロベールにとってはむしろく音〉こそが重要性

をもっているように思われる。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　皿

ﾁぎにくもの〉に見られるく時〉の描写について検討してみよう。

これには①〈次第に磨滅していく《もの》〉のタイプと，②＜その古さにより歴

史を物語る《もの》〉という2つのタイプが考えられよう。
フ。ベールの「ボヴァリー夫人」の中で①のタイプは有名なく、u，6　d，　plat，e夕）

であろう。この坊さんは次第に風化6担最後には引越しの途中でこわれてしまう！～1）

同じような例は「女の一生」にも見られる。男爵夫人がすわっていたベンチである。

＜＜son＞banc＞∫22）は彼女の死んだ後忘れ去られ，レ・プープルをジャンヌが去

る前にはすでに「虫にくわれて」（23）いたが，2，3年後かつての自分の家を訪れた

時彼女は母のベンチの残骸を発見する。

＜Un　petit　morceau　d’une　branche　morte　tomba　sur　sa　robe，　elle　leva　les

yeux；il　venait　du　platane．（．．．）Son　pied　heurta，　dans　rherbe，　un　morceau

de　bois　pourri；c’6tait　le　demier　fragment　du　banc，　oh　elle　s’6tait　assise

si　souvent　avec　tous　les　siens，　du　banc　qu’on　avait　pos61e　jour　meme　de
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la　premi6re　visite　de　Julien．〉　（24）

「ウジェニー・グランデ」についても「ベンチ」はしばしば登場するが，最初に

裏庭の描写がなされている時には，それについての言及はない。シャルルとウジェ
ニーは彼が海外に出発するまでの短い間，このベンチで恋を語り合夢㌘）そのベンチ

に，シャルルが出発した後はグランデ老人がすわが弓6）1827年には一人ぼっちになっ

たウジェニーがすわって食事をすることになるのであるカξ纏一パッサンの「ベン

チ」のような風化作用は見られない。一方このようなく時〉の烙印を押されていく

のは「石がき」である。このmurs（石がき）は物語が始まる頃すでにくずれかけ

ていたのであるが，8年後にはコルノワイエーナノンの夫一が，くずれて下じきに
なる人がでるぞとくり返すまでに風化が進むことになる（280）

②のタイプとしては古くさいがらくた以外で「ボヴァリー夫人」に言及されてい

るものはシャルルの「医学辞典」であろう。　＜Les　tomes　du　D∫c’ごoηηα∫アθdθ∫

∫cゴθηcθ∫η2記ゴcα1e∫，　non　coup6s，　mais　dont　la　brochure　avait　souffert　dans

toutes　les　ventes　successives　par　oO丑s　avaient　pass6）ξ29）これは「女の一生」

や「ウジェニー・グランデ」と比べるとはるかに少ない。「女の一生」では前述し

た〈時計〉以外にもジャンヌの部屋を飾るのはフランドル製のかべかけ，寝台など

すべて物置きからとり出された年代ものである。

＜Le　baron　venait　de　le（Pappartement　de　Jeanne）faire　remettre　a　neuf，

ayant　employ6　simplement　des　tentures　et　des　meubles　rest6s　sans　usage

dans　les　greniers．（．．．）C’6taient　ces　meubles　que　chaque　g6n6ration　laisse

dans　la　famille　et　qui　font　des　anciennes　maisons　des　sortes　de　mus6es

o心tout　se　mele．〉（30）

一方「ウジェニー・グランデ」における年代物はグランデ氏が家を買った時に一

緒に含まれていたもの（trumeau，　cartel，　meuble　en　tapisserie，　encoignures　en

bois　de　ros631うと，ウジェニーの祖父母からの贈り物一財布≦32）やうけついだも

の一盆」33弥ら成り立っている。

それでは〈建物〉についてはどのような特徴が見られるであろうか？フロベール

は建物についても随所にその描写をしてみせるのであるが，個人の家についてはみ

すぼらしさに対する言及はあっても，〈時〉に関する言及は見られない。公証人の

家，オメの家についてもく時〉を表わす描写はないし，ヨンヴィルでエンマが住む
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ことになる家は新しくぬりかえられており，更にエンマが部屋を改造してしまう。

〈時〉について言及されているのは公共の建物一教会とか宿屋（侯爵の館を含む）

一に限られるようである。ヨンヴィルの教会は　くL’6glise　a　6t6　rebatie　a　neuf

dans　les　derniさres　ann6es　du　r6gne　de　Charles　X．　LavoUte　eniboiscoアη配θη．

cθ　δ　5θ　ρoμrrか　ραア　1θ　乃αμ’，　et，　de　place　en　place，　a　dθ5θηノ∂ηρz47θ5　ηoかε5

d、ns　sa、。・1，u・bl・u，〉∫解）・レアンのh6t，1　d，1。　C，傭，・。9，についてはくb。n

。i，uxgit，、ab。1、。nd，b。i，，，，配。。1謬聞），ルフランソワの経営するヨンヴ，

ルの宿屋ではくau－dessus　de　la　grande　porte　de　l’auberge，　le　vieux　Iion　d’or，

44’θゴ配ρσ71ε∫ρ1厩θ3，montre　toujours　aux　passants　sa　frisure　de　caniche）墨36）

（イタリック体筆者），これらがく建物に刻まれたく時〉の例になっている。これ

は一軒の家はそこに住む人の歴史を物語るものであり，「人が死ぬとその家もとり

こわす」という東洋の古い習慣にフロベールが賛成していることと無関係ではない

かもしれない。

「ウジェニー・グランデ」においてはどうであろうか？〈人物描写〉や〈自然〉

に関するく時〉の描写の貧弱さと対照的に，建物に関してはく時〉の描写は多くみ

られる。最初のページを見てみよう。

＜Ici，　des　pieces　de　bois　transversales　sont　couvertes　en　ardoises　et

dessinent　des　lignes　bleues　sur　les　freles　murailles　d’ull　logis　termin6　par

un　toit　en　colombage　que　1ε5αη∫o配ノ読’ρ1ゴθ7，　dont　les　bardeaux　po祝77ゴ3

ontεt¢　tordus　par　1セc’∫oη　α1’θrηα’かe（1ε　Zαρ1z4∫θθ’dlπ∫oZθ∫1．　（．．．）La

se　pr6sentent　des　apPuis　de　fenetreπ∫4∫，ηoかoご∫，　dont　les　d61icates　scu1P一

tures　∫θ　yoゴθη∫　δ　ρθ∫ηε〉　　（37）

（イタリック体筆者）

グランデ氏の家についても同様である（38！部屋についても同様「古くささ」が強

調されている。これに対して「ボヴァリー夫人」の中では部屋についても，バルザ

ックにおけるく1es　entredeux　6taient　remplis　de　blanc　en　bourre　qui　avait

蜘η∫〉∫39）（イタリック体筆者）といったく時〉に関する描写は皆目みられず，エン

マが理想とするのはくLa　table　servie，　deux　r6chauds　d’argent，　le　bouton　des

portes　en　cristal，　le　parquet　et　les　meubles，　tout　reluisant　d’une　propret6

m6ti・u1・u・e，・ngl・i・e＞（4°）（公証人の部屋についての描写）のような「安ぴか」で

も新しいもので飾られた部屋である。
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「女の一生」の作品の中では，すべてが古びてかびている。レ・プープルに関す

る描写を見てみよう。

＜C’6tait　un　de　ces　hautes　et　vastes　demeures　normandes　tenant　de　la　fe㎜e

et　du　chateau，　baties　en　ρ’θr7θ∫Z）1αηc乃ε5　dεyθηπθ597ゴ∫θ∫，　et　spacieuses

a　loger　une　race＞　　（41）

あるいは，

＜Et　la　grande　maison　avait　l’air　de　sonner　le　creux，　toute　morne，　avec

sa　face　que　1θ∫　ρ1z4ゴθ∫　〃zαc配Zα∫θη∫　｛1θ　10η8㍑θ∫　〃α翫6θ∫87∫3θ5＞　　（42）

（イタリック体筆者）

このようにく時〉を表す描写はあるが，モーパッサンにとって建物は大きくて，

古びてものさびしいものにすぎない。レ・プープルを去って何年か後にジャンヌは
再びその館を訪れる。＜Rien　n’6tait　chang6　au－dehors）∫43！永久に変わらないか

のような建物と対照的に人ははかなくすぎ去っていくようである。

最後にく物置き〉についてはどのように扱われているであろうか。

エンマは安びか物を買いあさり，不要になったものはく物置き〉につみ上げられ

るか，こわれてすて去られるのみである。トストの彼女の家の＜6curie＞∫44）は役に

立たなくなったがらくたで一杯になっている。

一方ヨンヴィルの家の物置きが言及されるのは，エンマがロドルフからの別れの

手紙を読む場所としてであり（45！ロドルフの手紙を入れた書き物机があるのもそこ

であり（461競売の見張りが隠れているのもそこである（471ここではく物置き〉は倉

庫とは別の役割一秘密の場所一を担っている。

他方モーパッサンの作品のく物置き〉にはすっかり忘れ去られたものもあるが，

再びとり出されて部屋を飾ることもある。ジャンヌにとっては思い出の品々をそこ

に見つけることができる（481

バルザックの作品にはこのようなく物置き〉への言及はない。

@　　　　　　　　　　　　　　　皿

氓ﾉく自然〉の中に見られるく時〉の描写の特徴についてここではく季節〉，＜水，

音〉，〈光〉に限定して検討してみたい。

①〈季節〉にっいて
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主に植物の名を挙げて季節がいつであるか示す例は「ボヴァリー夫人」の中にか

なり見られる。この作品においては四季の変化によってしか時の推移をおしはかる

ことができないが，その重要な要素としてその季節に特有なものに言及されている。
代表的な例はレオンがヨンヴィルを発った日，雨に押し流されるアカシアのぜ49）σ

ある。フロベールはレオンがアカシアの花が咲く初夏にパリへ出発したことを暗示

している。一方＜tonnelle＞についてはしばしば言及され650労，季節の推移を表

すためではない。図（IDから明白なようにフロベールは季節を表す植物・果物に対し

て博学であり，そのリストはモーパッサンに比べて多彩である。弟子の方はフロベー

ルに比べると画一的な印象は否めない。（フロベールの登場人物が季節に対して敏

感であったかどうかはまた別の問題であるが。）モーパッサンにおいてもtmeulや

plataneはしばしば言及されるが，季節を表しているのは一箇所だけである。

＜le　tmeul　et　le　platane　encore　couverts　de　leur　parure　d’6t6　semblaient

vetus　1’un　de　velours　rouge，　rautre　de　soie　orange，　teints　ainsi　par　les

premiers　froids　selon　la　nature　de　leurs　s6ves＞　（51）

少し後で，

＜Le　plantane　et　le　tilleul　se　d6vetaient　rapidement　sous　les　rafales．　A

chaque　passage　de　la　brise　glacee　des　tourbinons　de　feunles　d6tach6es　par

la　brusque　ge16e　s’6parpillaient　dans　le　vent　comme　un　envolement

d’oiseaux．〉（52）

これらは晩秋から初冬への移り変わりを微妙に表現している一節といえよう。バ

ルザックにっいては，冬と晩春の石垣の描写で季節の推移を表している箇所がある

が，双方の描写を比較すると季節を表す植物についての言及は少なく，重複さえし

例外というべきであろうし，一箇所でたくさんの花の名を列挙することがここで問

題となっているのではなく，あるく時〉＝〈季節〉を想起させるものが問題となっ

ている。）余談ながらバルザックのこの作品では，r年の経過はく収穫〉に集約され

ているように思われぎ541

②〈水，音〉について

「ボヴァリー夫人」におけるく川〉の表わす意味については他の箇所で言及した
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ことがある。その中で　くElle（rivi6re）coulait　sans　bruit，　rapide　et　froide　a

1’oeil＞∫55）のようにく音もなく〉流れ，〈時の経過〉を見せるもの一シャルルがル

アンで勉強を続けている時彼が窓からながめるく川〉もこの類である。＜且（Charles）

ouvrait　sa　fenetre　et　s’accoudait．　La　riviさre　（．．．）　coulait　en　bas，　sous　lui，

jaune，　violette　ou　bleue，　entre　ses　ponts　et　ses　grilles＞（56Lと，聴覚に訴

えるものがある。例えばロドルフとエンマが愛し合っている時（＜lls　entendaient
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（57）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　），エンマが死んだ時（＜On　entendaitderri6re　eux　la　rivi6re　qui　coulait＞

1，暫。、mu，mu，ed，1、，i。i6，eq。i、。u1、itd。n，1，、t6n6b，e，〉（58））聞こえて

くる水音はいずれも人の喜怒哀楽や生死に関係ないく時の流れ〉を示していること

も以前に指摘したところである。

またく川〉以外の＜gouttes　d’eau＞についての言及も一シャルルとエンマが幸

福に満たされている頃，エンマのひろげたかさの上に水滴がポツリ，ポツリと落ち

たり，エンマが最後にロドルフに会いに出かける時も雪が溶けてポツリ，ポッリと

草の上に落ちているのは，単に春の初めの情景という以上のものを暗示しているの

ではないだろうか。

特に次の一節は水滴がく時〉と結びついていることを最もよく表わしていると言

えるだろう。場面はエンマとレオンがルアンで水入らずの3日間を送る箇所である。

＜Les　avirons　carr6s　sonnaient　entre　les　tolets　de　fer；et　cela　marquait

dans　le　s且ence　comme　unわα’∫θη2εη∫（1θ溺4〃oηo彫θ，　tandis　qu’a　l’arri6re　la

bauce　qui　trafnait　ne　discontinuait　pas　son　petit　clapotement　doux　dalls

1’eau＞（59）

（イタリック体筆者）

P．Dangerもく1a　facult6　auditive　est　la　plus　dφvelopp6e　dans　le　temp6ra一
　　　　　　　　　　（60）ment　de　Flaubert＞　　　　　　　　　　　と述べた後，＜bruit　continu　de　reau＞に触れ，これら

は「すぎゆく時」を示しているということと共にくces　instants　d’apaisement　oh

1a　pr6sence　des　choses　semble　refluer　pour　laisser　le　champ　libre　a　l’en．

vol　du　reve＞（61）を表していると論じているが，〈水音〉がすべて〈安らぎの時〉

を示しているわけではないことは上述の例からも明らかであろう。

一方く雨〉についてもく時〉の経過を示していることはしばしば指摘されてきた。

フロベールのこの作品においてはく雨〉の描写はほとんど見られないのであるが，

レオンが去ったばかりの次の描写はその唯一の例と言ってよい。
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＜Mais　une　rafale　de　vent　fit　se　courber　les　peupliers，　et　tout　a　coup　la

pluie　tomba；elle　cr6pitait　sur　les　feuilles　vertes．　Puis　le　soleil　reparut，

les　poules　chant6rent，　des　moineaux　battaient　des　ailes　dans　les　buissons

humides，　et　les　flaques　d’eau　sur　le　sable　emportaient　en　s’6coulant　les

fleurs　roses　d’un　acacia．

一Ah！　qu’il　doit　etre　loin　d6ja！pensa－t－elle．〉　（62）

一方同じく雨〉の描写でもモーパッサンにおいては〈時〉に対する配慮は見られ

ない。冒頭の「昨夜からふりつづく」（63）しのつく雨はく時の経過〉を示すよりは

〈時〉まで洗い流しそうないきおいであり，ジャンヌの修道院から解放されたよう

こびにはどしゃ降りもたちうちできないことを表しているにすぎない。「女の一生」

にはく川〉はなく，代わりに〈海〉が常に女主人公を見守っているように思われる

が，〈海〉はく時〉の経過には無関係であろう。

「ウジェニー・グランデ」ではく川〉は「ポプラを植える場所」として言及され

ているにすぎない。もちろん〈雨〉についての描写もない。

③〈光〉について

「ボヴァリー夫人」においては〈光〉についての描写はあるが，その中でく時の

推移〉に関係しているものは少ない。例えばルアンの大聖堂の描写でくla　lumiさre

qui　arrivait　obliquement　sur　la　cath6drale　posait　des　miroitements　a　la

cassure　des　Pierres　grises＞（64）は光のいわばespace化を表しているように思わ

れる。（余談ながらく時の推移〉がesPace化された例としてはく1e　bourg
P、，esseux（＿）ac。。’∫。。6（＿）むセ8・。。伽vers　l、，i・i6，e＞（65），あるい1ま

〈D・ann6e　en　ann6e　son　petit　champ　5θr6〃6c∫∫〉（66）（イタリック体筆者）な

どが挙げられよう。）図（酌からもわかるようにフロベールにおいては「夜が白んでい

く」といった〈光〉が時の推移を表す描写はあまりなく，またそれは窓にうつる光

であることが多い。これはモーパッサンの夜明けの詳細で印象的な描写には及びも

つかない。一方バルザックには一箇所それらしい箇所が見られるだけである。

結　　　論

以上に述べたことを整理してみよう。
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〈時〉に関する描写 ボヴァリー夫人 女　の　一生 ウジェニー・グランデ

〈人物描写〉 少ない 多　い 少ない
i年齢については正確）

〈も　　の〉 少ない 多　い 多　い

〈自　　然〉
〈音〉につい

ﾄの描写重要

　　少ない
i〈光〉に関するもの印象的） 少ない

このように3人の作家にはく時〉に関してそれぞれ強調する分野があり，またそ

のことが彼らの特徴をよく表わしている。バルザックにおいては，年齢・年代の描

写がほとんどであり，彼にどってはく時〉＝歴史を意味するということが解る。一

方フロベールとその弟子のモーパッサンは非常によく似たく時〉の考え方をしてい

るように思われるが，モーパッサンは人をd6formerしていく時と，一年毎によみ

がえる自然，人の変化に比べて「不動」ともいえる，「がらんとだだっ広い建物」

を対置し，人の一生のみじかさ，「歴史」とは異なる「人生」を暗示しているよう

に思われる。〈時〉＝〈歴史〉という姿勢はバルザックほど顕著とはいえない。

ところでフロベールの「ボヴァリー夫人」の登場人物一特にエンマーは時の経過

に敏感であり，〈時〉そのものがこの作品のテーマともいえるのであるが，描写の
●　　　　●

観点からはそのく時〉はどのように表現されているだろうか？エンマたちの〈時〉

の感覚に平行したものであろうか？年令や年代についての描写が他の作家に比べて

少ないことは前述した。〈時〉＝〈歴史〉とフロベールは考えているのではなさそ

うである。Gothot－Merschは前出の論文の中で，フロベールは肖像画に書きこむ侯

爵の祖先の命日にっいてsc6nariosの中で迷レ≦67！またルアンの教会の場面ではデ

イア・ヌ・ド・ポワチエの年代についていろいろ書きかえた後で最後に歴史的に正

確な日付を与えていることを指摘してい668！

一方建物については〈時〉に関する描写が個人の建物については皆無である。

〈もの〉にっいても，たとえばエンマが母や祖母からうけついだものには全く言及

されていない。エンマは心理的にも，社会的にも，地理的にも孤立していることは

他の箇所で述べたが，また彼女はく歴史〉的にも孤立しているといえるのではない

だろうか。

〈自然〉については人間の歴史とは無関係な，刻々と時をきざむ，一瞬ごとにす

ぎ去っていくく時〉にフロベールは関心をもっていたように思われる。エンマはシ
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ヤルル，レオン，ロドルフと恋愛をし，いずれも真の幸福に達したと錯覚するので

あるが，その幸福な時には必ず，雪どけ水がポツリポッリとかさに落ちる音がした

り，〈時の流れ〉を象徴するく川〉ぞいに散歩しているのも単なる偶然とはいえな

いようである。

モーパッサンは〈光の変化〉に敏感であったが，フロベールはく音〉による時の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ﾏ化に敏感であったように思われる。そしてフロベールはモーパッサン同様，

Histoire（歴史）とは別のく時間の流れ〉（cours）に関心を抱いていたことが描写

の点からも明らかである。
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図（1）

ボヴァリー夫人 女　の一生 ウジェニー・グランデ

創作時の作者の年齢 30～36才 33才 34才

chronologie 10年間 33年間 10年間

（1812～1848） （1819～1852） （1819～1829）

年齢 言及されて ルオー　50才（P15） ジヤンヌ　17才（P28） グランデ70才（P24）

いる人々 　　　　　45才エロイーズ　　　　　（P12）

ロザリー　18才（P30） ウジェニー23才
　　　　　14才フェリシテ　　　　　（P61）

リゾンおば42才
@　　　（P70）

グランデ夫人　49才

　　　　　30才オメ夫人　　　　　（P98）

ロザリーの夫22～
@　　　　　5才

オ判所長33才（P30）

レオン20才（P98） （P155） アドルフ・デ・グラッサン

　　　　　34才ロドルフ　　　　　（P133） 23才（P30）

カニヴエ医師（隔
ナノン　57才（P36）

　　　　　40才位テオドール　　　　　（P197）

グラ・サン夫人4

ジュスタン　フェリ シャルル・グランデ

シテより 22才（P52）

6才若い
（P193）

言及されて エンマ 男爵夫妻 クリュショ公証人

いない人々
シャルル 司祭 クリュショ神父

イベール ラマール子爵 デ・グラッサン氏

イポリット フールヴィル夫妻

オメ

ビネ

ルルー

ブルジニァン神父

など
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